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 将来、中学校や高等学校の数学教師の道に進もうかと考える工学系の学生に、「対数とは

なんですか？」と聞くと、「受験に必要だから学んだ」などと、方程式や不等式などを解く

ときの道具くらいの意識しか持っていないことにびっくりします。もちろん、すべての学

生が対数についての理解がその程度だとは思いませんが、指数関数や対数関数が自然現象

や社会現象とは無関係な単なる数学的な対象にすぎないと思っている学生は結構います。

学校数学では、それらの歴史や自然との関連について深く追及する時間もなく、対数関数

は指数関数の逆関数として定義され、入試問題の解説に追われているのが現状かもしれま

せん。教科書にも、指数関数や対数関数の意味については書かれていないこともありませ

んが、文だけでは生徒の心に響かないでしょう。学校生活が終われば、数学はもはや学ぶ

べき対象から外れます。社会人になってから、複雑な対数方程式を解く気にはならないで

しょう。 

 この本は、そういう意味で、高校生にとっても、高校数学を学んだ大学生、それは理系

や文系を問いません。また、数学が日常生活、自然や社会と関係がないと思っている社会

人の人にも、ある種、数学観が 180 度変わるくらい衝撃的な本かもしれません。その題材

が東電による福島原発事故に関連するデータをもとにして構成されていることも、私たち

の心に深く響くところです。その解析に、いかに数学がかかわるのかを読者は直接知るこ

とになります。人と自然をつなぐ橋渡しに数学が大きな役割を果たしていることに気づく

でしょう。なるべく若い読者がこの本により、自然や社会などのものの見方やそれを通し

た考え方に数学が深くかかわることを実感してほしく思います。その理解はさらに別の事

象や、ニュースなどで語られる内容に自分自身で再確認をすることを可能にします。他者

の意見を鵜呑みにするのではなく、自分で独自の視点を持つことを可能にします。数学と

いう道具を持つことで、数学の考え方を知ることで、それが可能になります。 

 この本は全体で 4章構成になっています。第 1章は、「震災が残した数値の行方－三か月

間の記録－」第 2 章は、「対数目盛が茶の間に」第 3 章は、「福島原発事故と人々の意識現

象」第 4章は、「物流データを生活数学の目で読む」これらの表題は、福島の震災について

もう一度考え直す機会を与えてくれるように思えます。 

 各章をもう少し詳しく述べますと、第 1章は、放射能汚染の実態がパソコンを用いて様々

な手法で解析されています。数学の目を通してそれを眺めるとき、文章や放送だけで福島

の放射能汚染のことを聞くときとまったく違う印象を持つでしょう。数学的なものの見方

の力の良さを実感できると思います。さらに、詳しく踏み込むと、それは第 2 章につなが

ります。「対数目盛が茶の間に」は、詳しく対数目盛の解説が書かれています。現在、その



ことを学ぼうにもなかなかに難しいのが実情です。生活数学シリーズにも関連する文献が

あります。これは、実際に方眼紙をもとにグラフなどを書かれるとより理解が進みます。

読むだけでなく、手作業のよさを実感してほしく思います。新しい学習指導要領では、そ

れを「数学的な活動」と呼んでいますが、まさに自分でかいたり、操作をすることで、何

かを感得するものです。嘘だと思うのなら、まず実際にやってみてください。「ああ、なる

ほど！そういうことだったのか！」と、きっと感じられると思います。でも、本を読みな

がら、作業をするのは、実際は難しいです。著者は、そのために、生活数学セッションと

いう数学会を開いています。そこでは、この本の内容にも関連したことを実際の作業体験

を通して理解を目指しています。興味のある方はぜひ参加されるといいと思います。 

 最後に、これから数学の先生を目指す学生、もしくは数学の先生になったばかりの教員

は、ぜひ一度この本を手に取ってみてほしく思います。(2013.3.25) 

 


